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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 28 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

米主要株価指数は反発  

米株式市場は、米債券市場で長短金利の逆転が続いていることもあり、主要株価指数は序盤から軟調な動き

となった。その後、原油価格の上昇を受けてエネルギーセクターが上昇、また金融セクターの上昇も押し上

げ要因となった。さらに、米中貿易問題への懸念が燻っているものの、新たな発言や報道が見られなかった

ことから安心感も広がり、買いが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤に前日比 140 ドル安まで下落したも

のの、その後は買いが優勢となり、終盤には 263 ドル高まで上昇し、高値圏を維持したまま 258 ドル高で終

了した。ハイテク株中心のナスダックは 29ポイント高で終了した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル円・クロス円は堅調な動き 

米国の主要な経済指標の発表がない中、米 2年債と 10 年債の利回りは格差が一時-6.6bp まで拡大し 2007年

以来のマイナスとなったことや、30 年債利回りが一時過去最低となったことが影響し、序盤のドル/円は上

値の重い動きとなった。その後、前日比 140 ドル安まで下落していたダウ平均株価がプラス圏まで反発し、

さらに上げ幅を拡大するなど、主要株価指数の上昇が続いたことを受けて、ドル円・クロス円も堅調な動き

が続いた。ドル/円は、終盤に一時 106.23まで上昇した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 

28 日のルーブルは対ドルで 66.6900ルーブル、対円では 1.5872 円と対ドル、対円でルーブル安となった。

月末に向けたロシアの輸出企業による納税を控えてのルーブル買いが一服する中、ロシア株式市場の上昇や

ブレント原油の上昇が下支えとなった。 
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ドル建のロシアRTS株価指数は 8.11Pts安の 1,266.71Ptsと反発したほか、MOEX指数も 2,677.31Pts(17.96Pts

高）と続伸した。ブレント原油の上昇や製油会社の好決算やダイヤモンド生産会社の高配当の発表など個別

企業の材料が支援した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.1568レアル、対円でも 25.541円と対ドル、対円でレアルが反発した。 

米中貿易問題を巡る懸念が重石となる一方、ブラジル中銀によるドル売り介入に対する警戒感も支援要因と

なった一方、ブラジル中銀の利下げ観測が重石となった。 

 

ボベスパ指数は 917.34Pts高の 98,193.53Pts と続伸した。6月以来の安値圏にあることから買いが入り易い

との指摘もあり、押し目買いが優勢となったほか、NY株式市場の反発も好感された。 
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